

























































































































































































































Heritage: Books, Prints, Printed Toys and Other Publications for Young 















































































た仕事の中で最も大部な物は The Dawn of Wisdom: Selections from the 




























































Lives-Cats in Folklore を日本語にしたもので，後書きの前に少し長いブリ
ッグズ博士と作品とに関する解説があります。古代エジプトの猫崇拝のこ
とから始まって，英米の近代文芸のなかの猫まで描かれています。訳者と
して題は最も重要で気になりますが，先生の決断で，副題をタイトルとし
て使われたというのは，この本にとって幸せだったと思います。また，わ
らべ唄と猫の章では，例えば，「にゃんにゃん猫さん」というような穿った
訳が印象的です。
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・『奇想天外でおもしろいハプティダンプティの本』 
ここで紹介するもう一冊の翻訳本は，武井武夫氏の精巧な美しい挿絵に
ふんだんに彩られた楽しい英国伝承童謡23編が収録された可愛い本です。
（マダーグースの本といったらわかりやすいのですが，ヘリング先生はここ
でその言葉を使うのをお嫌いのようです。）
こういう類の物の出版には，編集者がどんな唄を選ぶかが最も重要にな
ります。編訳者としてヘリング先生は，ご自分の家族の体験からも選んで
おられ，後書きではお母様に感謝しています。「ロンドンばしがながされ
る」「ジャックのたてたやしき」の二作は原詩の調子のいい流れるような英
語では全く気にならないのですが，とにかく長いので，日本語にするとど
うしてもだらけてしまいます。でもこの二作とも調子のいいメリハリのあ
る訳で，だらけた感じがしないのはさすがです。画家の武井氏と楽しんで
作っておられるのが感じられるのもおもしろいです。（最後の頁にこっそり
お二人が出てきます。）それに「メリーさんのおにわ」に座ったお嬢さんた
ちの中に，ヘリング先生のお嬢さんのみどりさんが描かれているというの
も楽しいです。「三人こうしゃく」で，お嫁さんを探しに来た公爵に見初め
られた可愛いお嬢さんの名前もみどりちゃんでした。最後の４連です。
およめさんの　ことなら
わたしたちで　いかが
およめさんのことなら
わたしたちで　どう？
あんたがたは　いやだよ
どろんこじゃ　ないか
ぐうたら　むすめじゃ
おことわり
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おとのさまがたと
ちっとも　かわらない
きれいな　ひとも
いるわ　よくみてね
よくよくに　みたら
やっぱり　いたぞ
みどりちゃん
きみに　きめた
アメリカに預けてある娘さんのことを書いた記事もどこかで読みました
が，この伝承童謡の中に歌い込まれ，描かれた小さいころのお嬢さんの姿
は，先生の一生の宝物でしょう。仕事一筋に，様々な素晴らしい人との出
会いもあったことを数々の後書きで述べておられますが，決して平坦な道
ではなかったでしょうヘリング先生の，日本での半世紀近い生活の中で，
お嬢さんが終始変わらぬ慰めと喜びの源泉だっただろうと思うと，私まで
心暖かくなります。
勇気
もう一つぜひ言及しておきたいことがあります。それは先生の勇気です。
『月刊絵本』1974年12月号，に「ちびくろサンボ」特集が載せられました。
差別用語が厳しく指摘された時代でした。翻訳を始めて間もなかった私も，
例えば，「びっこを引き引き」や「視野が狭い」や「片手落ち」などという
言葉は使ってはいけないときびしく言われ，別の言葉で書き直させられた
ような時代でした。「ちび」「くろ」と二つもタイトルに「差別用語」のは
いったこの児童書はけしからんということになったのです。この特集で10
人の児童文学者（作家，研究者）がどう見るかを問われました。この中で
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たった一人ヘリング先生だけは反「サンボ」派に立ちませんでした。やが
て，狂った嵐は静まり，世の中が再び冷静をとり戻した時，子どもたちの
好きな『ちびくろサンボ』が復活しました。書店や図書館から消えていた
本がまた書架に並び始めました。あの時代にこぞって反対した先生方はき
っと面映ゆい思いをなさったことでしょう。それにしても，荒波の中でじ
っと真実を見つめ通し，自説を変えなかったヘリング先生は立派でした。
終りに
最後に，大学という社会で同時代を生きた私の目に映った先生ご自身の
ことに触れておかないと，私の責めが果せていないような気がします。長
いこと同じ職場にいながら，学内で，あるいは学部内でこうして先生をご
紹介する最適任者が私だっただろうかと自問すると，自信がありません。
何かとスムーズに行かない人間関係が多く，「苛立ち」と「疎外感」のぶつ
かり合いが多々あったことは何度となく断片的にいろいろな人から，ある
いは先生ご自身から聞いていました。だから余計に，そうした人間関係に
巻き込まれるのを避けて，私自身，どこかで常に「控えて」いたような気
がします。
「日本」の文化を理解しようと人一倍努力なされた先生には残念だったで
しょうが，その文化をはぐくんできた人々の末裔である身近な「日本人」
との間には確かに深刻な理解不足があったのだと思います。その責めは何
に帰したらいいのでしょう。心を開かなかった私たちもいけなかったと思
います。先生の時間観念，学生と接する際の独特の教育方針…。早い時期
にこんなことも話し合えたらよかったと思います。そうしてお互いに「い
い関係」になっていたら，学生も教職員も，博識な先生からより多くのこ
とを学ばせていただけたと思います。
でも，今回，先生の業績の一端を見せていただいて，私は本当に頭が下
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がりました。この文化的遺産を持つ私たちは，もっと世界に貢献できるは
ずです。もっと寛大になり，誇りを持って日本の文化を称え，次代を担う
子どもたちに大きな夢を与えてやれるはずです。このことに気づかせてく
れたヘリング先生に感謝いたします。
